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人数 選び方 選び方／365 ペアがいない確率 ペアがいる確率
1 365 1 1 0
2 364 0.9973 0.9973 0.0027
3 363 0.9945 0.9918 0.0082
4 362 0.9918 0.9836 0.0164
5 361 0.9890 0.9729 0.0271
6 360 0.9863 0.9595 0.0405
7 359 0.9836 0.9438 0.0562
8 358 0.9808 0.9257 0.0743
9 357 0.9781 0.9054 0.0946
10 356 0.9753 0.8831 0.1169
11 355 0.9726 0.8589 0.1411
12 354 0.9699 0.8330 0.1670
13 353 0.9671 0.8056 0.1944
14 352 0.9644 0.7769 0.2231
15 351 0.9616 0.7471 0.2529
16 350 0.9589 0.7164 0.2836
17 349 0.9562 0.6850 0.3150
18 348 0.9534 0.6531 0.3469
19 347 0.9507 0.6209 0.3791
20 346 0.9479 0.5886 0.4114
21 345 0.9452 0.5563 0.4437
22 344 0.9425 0.5243 0.4757
23 343 0.9397 0.4927 0.5073
24 342 0.9370 0.4617 0.5383
25 341 0.9342 0.4313 0.5687
26 340 0.9315 0.4018 0.5982
27 339 0.9288 0.3731 0.6269
28 338 0.9260 0.3455 0.6545
29 337 0.9233 0.3190 0.6810
30 336 0.9205 0.2937 0.7063
31 335 0.9178 0.2695 0.7305
32 334 0.9151 0.2467 0.7533
33 333 0.9123 0.2250 0.7750
34 332 0.9096 0.2047 0.7953
35 331 0.9068 0.1856 0.8144
36 330 0.9041 0.1678 0.8322
37 329 0.9014 0.1513 0.8487
38 328 0.8986 0.1359 0.8641
39 327 0.8959 0.1218 0.8782
40 326 0.8932 0.1088 0.8912

































































































































































































学習項目 S A B C
第１章　確率分布とその性質 65.0（26）
27.5
（11）
5.0
（2）
2.5
（1）
第２章　母集団と標本 10.0（4）
20.0 
（8）
60.0
（24）
15.0
（6）
第３章　推定とその利用 7.5（3）
2.5 
（1）
85.0
（34）
5.0
（2）
第４章　仮説検定の考え方 7.5（3）
2.5
（1）
87.5
（35）
2.5
（1）
第５章　 自然科学への統計の
活用
57.5
（23）
7.5
（3）
32.5
（13）
2.5
（1）
表内の数は百分率，（　）内の数は人数を示す。
第１章では，表やグラフの読み取りなど，数学の既
習内容との関連が強いため，Sを選んだ生徒が多い
と考えられる。しかし技能で×を選んだ生徒が30％
いることから，知識はあるが，実際にデータを整理
して，分析，検討するという技能が定着していない
生徒も少なからずいることが示されている。第2章
では，知識に×を選んだ生徒が75％と多い。標本誤
差の話が複雑であったようである。生徒の理解には，
概念的な指導（原理など）と手続き的な指導（方法）
を適切に配置することが重要であると感じた。第３
章，第４章ではＢを選んだ生徒がいずれも85％を超
えており，原理や仕組みの理解は不十分であるが，
処理できるという生徒が多いことを示している。こ
れは指導の改善を要する課題である。考え方が理解
できていないことを示しているためである。コン
－ 50 －
ピュータ等を用いた実習により，手順の理解が進ん
だと考えられる。第５章では，実際に課題研究で収
集したデータをもとに議論するという活動を通し
て，科学的論拠となるようにデータをどのように加
工するかを考察した。実際に課題研究では，少ない
データから一般的な傾向をつかむ場合も多い。その
ため，研究目的にあったデータの収集や分析方法の
選択ができる力，表やグラフから分布を把握する力，
推定や検定などの分析における数値を読む力をどの
ように指導してつけさせるのかが課題となる。
（2）生徒の記述
　平成30年12月に「研究に統計の手法を用いること
のよさと問題点」というテーマで質問紙調査を実施
した。生徒の記述を紹介したい。
①よさ
・データを適切に加工することで，数値でも図表で
も表すことができる。
・強力な根拠になり，説得力がある。
・基準を示しているため，偏見なく客観的な分析が
できる。
・どこまで一般化できるのか，その範囲を確率を求
めて保証することができる。
・複雑な事象や現象をわかりやすく表現することが
できる。
・新たな課題が見つかることがある。
②問題点
・別の要因を見逃して過大に評価することがある。
・どんなデータなのか，どんな分析ができるのかを
見極めるのが大変である。
・図の見せ方で読み手に与える印象が変わる。これ
は危険である。印象を操作される可能性がある。
・いろんな読み取りができる場合，結論がすっきり
しないことが多い。
（3）今後の課題
　平成29年からの２年間の取組みで，推測統計の指
導に関する統計カリキュラムの原案とその枠組みを
作成し，試行的に実践を行った。コンピュータ等を
利用した実習により，方法の理解は進むことが明ら
かになった。第４期の「課題研究」において検定等
の手法を用いた分析を行うグループも増えている。
しかし統計的な考え方を指導するための方法論につ
いては未だ課題山積であり，継続して取り組む必要
がある。
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